
 

 

 
株式会社七十七銀行（頭取 小林 英文）は、福島県双葉郡で実施される大規模太陽光発電事

業（メガソーラー事業）に対して、プロジェクトファイナンスを組成いたしましたので、下記のとおりお知らせ
いたします。 
また、２０１９年３月２５日に株式会社七十七銀行が七十七キャピタル株式会社（社長 今野 

晃）とともに設立した「７７ストラテジック・インベストメントファンド」（以下、「本ファンド」という。）がメザ
ニン投資を実行いたしました。 
当行では、今後とも東北地域のリーディングバンクとして、地域における多様なネットワークをフル活用し

ながら、総合金融サービスの提供を通じた地域社会・経済の発展およびＳＤＧｓ達成へ向けた取組み
を積極的に推進してまいります。 

 
記 

 
１．本件概要 

＜本事業概要＞ 
事 業 名 称：広野ソーラーパーク 
事 業 主 体：合同会社ＳＳ福島広野 
事 業 地：福島県双葉郡広野町大字折木字東下 
発 電 設 備 規 模：２．７ＭＷ 
予想発電電力量：３，２９０ＭＷｈ／年（一般家庭約６８０世帯分相当） 
商 業 運 転 開 始：２０２０年２月 

 

  ＜融資契約＞ 
貸 付 人：株式会社七十七銀行 
貸 付 形 態：責任財産限定特約付金銭消費貸借契約（ノンリコースローン） 
契 約 締 結 日：２０２０年３月１９日 
融 資 金 額：非開示 

 
＜劣後社債契約＞ 
社 債 権 者：７７ストラテジック・インベストメントファンド 
投 資 形 態：劣後社債 
契 約 締 結 日：２０２０年３月１９日 
発 行 金 額：非開示 

 
≪関連するＳＤＧｓ≫ 
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福島県双葉郡でのメガソーラー事業に対するプロジェクトファイナンス締結および 
７７ストラテジック・インベストメントファンドによる投資実行について 
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  もっと、ずっと、地域と共に。 七十七グループは持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

2015年9月に、国連に加盟する全ての国が全会一致で採択した国際目標であり、

17のゴールと、169のターゲットから構成されています。 

七十七グループは2020年7月に「七十七グループのＳＤＧｓ宣言～もっと、ずっと、

地域と共に。～」を表明しました。 

 



２．経 緯 
本事業は、福島県双葉郡広野町において、敷地面積約5万3千㎡の土地を活用して行われるメ

ガソーラー事業です。本事業の運営を目的として設立された合同会社ＳＳ福島広野が事業主体と
なり、日本アジア投資株式会社（本社：東京都千代田区 代表取締役社長 下村 哲朗）とスマ
ートソーラー株式会社（本社：東京都中央区 代表取締役社長 手塚 博文）がスポンサーとなっ
て、再生可能エネルギー固定価格買取制度（ＦＩＴ）を活用して東北電力に全量売電を行うも
ので、発電設備規模は２．７ＭＷ、一般家庭の年間消費電力約６８０世帯相当分の発電量を
見込んでおります。 

   当行グループは、再生可能エネルギーの普及促進と地域経済の活性化を支援する観点から、プロジェ

クトファイナンスおよびメザニン資金の提供を実施したものです。 

 

＜本事業地＞ 

 

 

＜参考＞７７ストラテジック・インベストメントファンド概要 

正式名称 ７７ストラテジック・インベストメント投資事業有限責任組合 

総額 ２０億円 

設立日 ２０１９年３月２５日 

出資者 
無限責任組合員（ＧＰ）：七十七キャピタル株式会社 

有限責任組合員（ＬＰ）：株式会社七十七銀行 

存続期間 ２３年間 

投資対象 
エネルギー、インフラ整備運営等のプロジェクトや不動産等のアセット（資産流

動化、証券化スキームを含む）を裏付けとする匿名組合出資持分等 

 

以 上 
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